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地域の高校として

逗子高校を振り返る



地域との関わり地域との関わり

吹奏楽部

陸上競技部

Z-selec

授業風景

運動会

逗子町立逗子実科高等
女学校として創立
逗子小学校の一部を借
りて、わずか40人の生
徒と数人の職員で開校

関東大震災で校舎が崩壊。
逗子幼稚園を仮校舎として
授業

横須賀市立第三高等
女学校と改称

横須賀市に強制合併
横須賀市立逗子高等女学校
と改称

校舎再建

1922 1925 1943 19481923 1928 1946 1950

生徒作品展示・即売会

横須賀市立第三高等学校
と改称
廃校の危機。卒業生や多
くの住民による反対運動
で存続が決まる

横須賀市から分離独立
逗子町立逗子高等学校と改称

7月1日

創立

『毛糸、編物、ミシン製品、その他種々の
手芸品、それに今年初めて催されたお習字、
図書の作品すべてが整然と並べられた。
十一時半いよいよ即売開始の命令が下る。
一瞬さっと緊張の気分が漲

は

る。どっと押寄
せた人、人、人の波、売品の山は見る見る
崩れて行く。夢中の一時、一時間と経たな
い中にほとんど売れてしまった』
� 同窓会誌第3号「汀花」より

書物からみる当時の様子コラム

部活動などを通して市民と関わる機会も多くありました。

市民まつりでの
パレード

1984年

人権フェスタ
2002年

市内一周駅伝
1989年

3.11キャンペーンの
キャンドルナイト

2012年

逗子フォト

逗子フォト
逗子フォト

逗子高等学校を振り返る逗子高等学校を振り返る

（逗子高校サービス
ラーニングセンター）
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逗子町立、そして逗子市立の学校としての歴史をもつ県立逗子高等学校が、3月で100年の歴史に幕を下ろします。
逗子のまちの在り方に大きな影響を受けながらも歩んだその歴史を写真とともに振り返ります。

小学校の児童とお別れ式

卒業生のつながりは永遠に

　逗子高校同窓会は２万数千余の卒
業生で組織し、「あゝ、秀麗の自然境」
と歌い始める校歌にちなみ『秀麗会』
と名乗り、年度総会や県下公立高校で
組織するかながわ青春校歌祭などに参加し活動しています。
　残念ながら本年３月をもって完校となりますが、高校
生活３年間を過ごした思い出はなくなるものではありま
せん。新しい後輩はいませんが、今後も卒業生同士のつ
ながりを長く続けるためにも同窓会活動を続けていきま
す。そう、校歌の最後に「雪と桜の情操を みがき培う学
園の 光栄とわにかぎりなし」と歌いあげるように…。

同窓会会長
新倉　聡

逗子のまちとともに100年

　母校に着任し、学校標語「我今何を
為
な

すべきか　如
い

何
か

にあるべきか」の
精神を生徒に語っています。また、
完校となることを機に改めて校史を
学び、意義と責務を感じながら指導してきました。
　生徒たちは自然豊かな地でのんびりと学業・行事・部
活動に励み、様々な地域のイベントにも積極的に参加し
てきました。地域連携教育、ワークショップやインタ
ビューでの学び、交通安全教室などでは、本校生をより
身近に感じていただけたと思います。完校を迎えますが、
皆様の思い出が永遠となることを願います。

男女共学化
神奈川県立逗葉
高等学校と統合

創立100周年記念式典を開催

市制施行
逗子市立逗子高等
学校と改称

県に移管され、神奈川県立
逗子高等学校と改称

現在の池子1025番地に移転

1954 1955 20231959 1968 2010 2022

4月15日

11月1日

11月25日

グラウンド整備拡充のため
御神木を移植

多彩な市民講師による地域の
教育力を生かした授業を開始

御神木と六所神社跡コラム

　校庭に残されていたシイの古木。御神木と呼ばれ池子の
人々が訪れたり、生徒が木陰で休んだりと親しまれていま
した。グラウンド拡張のため移し替えた若木は、御神木の
根元にあった碑とともに敷地内に現存しています。
　六所神社は大正初期までグラウンド奥にあった神社で
す。池子の村人を困らせていた７つの頭を持つ大蛇を退治
した武者たちを祭っていたと言われています。

完校に寄せて完校に寄せて

写真提供：秀麗会（逗子高校同窓会）

逗子高校校長
佐久間　健

神社跡はこの辺り？
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市内をフィールドに逗子高校で行われてきた地域での学び。そのノウハウをもとに、2021年度には
逗葉高校で地域と連携した取り組みが展開されました。両校の統合により、4月に新しく開校する逗
子葉山高等学校では、これまでの地域との関わりを土台に、より連携した教育が期待されます。

今年度をもって、逗葉高校も学校の歴史に終止符
が打たれます。1978年の創立以来、地域と関わり、
大きな元気を市民に与え続けてくれた逗葉高校。
思い出は、新校にて活用される校舎とともに引き
継がれていきます。

学びの最前線は学びの最前線は今今
逗子葉山高校へとつながる逗子葉山高校へとつながる地域の学び地域の学び

逗葉高校を振り返る逗葉高校を振り返る

新校に向け、進む地域連携教育新校に向け、進む地域連携教育

　私たち池子音楽の会は童謡や唱歌を披露するサークル
です。1999年に逗子高校の吹奏楽部から、定期演奏会
のゲストにと声を掛けてもらって以来、毎年お誘いいた
だいてきました。横須賀芸術劇場の大ホールで歌わせ
てもらったり、米海軍第７艦隊のバンドや山田姉妹とス
テージを共にする機会をいただいたりと、本当に感謝し
ています。また、逗子高校は桜が見事で、「ぜひお花見を」
と、生徒たちがお汁粉やあん蜜を作って振る舞ってくれ
たこともありました。逗子高校は、先生も生徒も温かい
学校でした。

サッカー部全国大会出場

ディベート大会

逗子高校が長年続けてきた地域ワークショップを引き継いだ
逗葉高校。地域から講師を招き「ユニバーサルデザイン絵本」

「写真の可能性」などの授業を行い、その学びは逗子トモイク
フェスティバルで展示、発表しています。また、生徒が講師
になって行う市立小学校での交通安全教室も受
け継ぐなど、地域との連携が進んでいます。

池子音楽の会代表　林　恵子さん
吹奏楽部と20年以上のおつきあい

Z-selec OB
平山さん

1997年

2000年

2022年

サッカー
日本代表
として活躍

野球部 OB
三浦さん

池子音楽の会
林さん

ワークショップの様子はこちら▶

広報ずし● 2023.2
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　2021年秋、逗子高校から引き継いだ地域ワーク
ショップを初めて開催しました。各分野でご活躍の
逗子在住の講師が、生徒に丁寧に語り掛け、生徒も
講師のユニークな話に魅了されていきました。この
ワークショップではすてきな出会いがありました。

「つくろう私のうた」講師の杉田篤史さんに新校の
校歌制作をお願いすることにしたのです。ワーク

ショップと同様に生徒と協働での制作をお願いし、
新しい校歌は完成しました。
　40年前に逗子高校の生徒だった私はいま、逗葉
の校長として両校の完校に携わり、そして新校づく
りをしています。計145年の歴史は尊いもので、卒
業生や地域の皆様にとって完校は寂しいことです。
だからこそ思うのです。逗子葉山高校は、地域に根
差した魅力ある高校にならなくてはいけないと。そ
のために、これからも市民の皆様の支えをいただき
たいのです。もちろん支えていただくだけでなく、
地域に貢献する学校になります。どうか逗子葉山高
校をよろしくお願いいたします。

　卒業して10年と少し。逗子高
校には、好きなことに打ち込める
校風がありました。ある日、柔道
部の私に、先生がボランティア部

「Z-Selec」への参加を勧めてきま
した。「ボランティアなんて格好
悪い」と思っていましたが、「世界の貧困問題を考える」
という同部が主催したシンポジウムに衝撃を受け入部。
以来、Z-Selecに打ち込み、地域福祉の重要性とやりが
いを実感しました。大学では福祉と介護を学び、現在は
逗子市社会福祉協議会で働いています。Z-Selecで過ご
した青春がなければ、今の私はなかったと思います。

　中学３年の３月に東日本大震災があって、高校１年
の夏休みに三陸湘南フェニックスキャンプに参加しま
した。このキャンプは、被災地の岩手県立山田高校の
生徒を逗子に招く、生徒交流イベントです。野球部員 
だった私は、山田高校の野球部と練習や試合で交流しな
がら、一緒に思いっきり野球を楽しみました。キャンプ
は毎年開かれ、三陸の友人と会うのが楽しみでした。練
習の合間にふと「消防士になりたいんだよね」と言うと

「俺もだよ」って盛り上がったことも。彼らとは、逗子の
消防士となった
今でも連絡を取
り合う仲です。

　逗子高校在学中に地域ワークショップとして青
柳三保子さんの音楽講座を受けました。「マンボ
サワサワ」と歌いながらリズムに合わせて手話と
ダンスを楽しみ、授業後も教室で友だちと歌って
踊ってと、高校時代の良い思い出です。楽しく市
民活動している人の多さに驚き、地域へと目を向
けるきっかけになりました。
　昨年の授業で、青柳さんと何年かぶりに再会し

Z-Selec OB　平山智也さん
人生を決めた逗子高校でのボランティア活動

野球部 OB　三浦秀明さん
逗子高校だから出会えた三陸の友人たち

逗葉高校校長
會田　勉

新校への思い

逗葉高校
平野恭大教諭

逗子高校出身の平野教諭。逗葉高校の先生となった今感じる、
地域連携に対する思いを聞きました。

ました。自分が受けた授業がいまだにずっと続いている
こと、この先も続くであろうことがとてもうれしかった
です。こうした授業
を通して生徒が地域
と接点を見出すこと
ができるよう、今度
は教える側として支
えていきたいです。
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市民税・県民税の申告
昨年1月から12月までの所得と控除（扶養親族の有無、医療費控除など）を市役所に申告してください。
新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、可能な限り郵送での提出にご協力ください。
なお、確定申告をする人は、原則、提出不要です。　問課税課

感染拡大防止のため協力を
郵送による申告
申告に必要なものを課税課へ送付してください。
＊�申告書の控えが必要な場合は、返送を希望する旨の書
面と切手を貼った返信用封筒を同封してください。

申告に必要なもの
◆市民税・県民税申告書
　�昨年度市民税・県民税の申告をした人などへ2月1日頃
に送付。課税課でも入手可。
◆�マイナンバー（個人番号）が確認できる書類
　�マイナンバーカード以外の場合は、本人確認書類も必
要です。郵送による提出の場合はコピーを添付。
◆�収入金額が確認できる書類（給与所得の源泉徴収票、
公的年金等の源泉徴収票など）
◆支払った領収書または証明書
　•�国民健康保険料や介護保険料、国民年金等の社会保

険料の控除証明書
　•�生命保険料、地震保険料等の控除証明書
　•�医療費控除の明細書（医療機関や薬局ごとの年間支
払額を個人ごとにまとめたもの）

　•�障害者手帳または障害者控除対象者認定書
　•�寄附金の受領証明書
医療費控除の申告添付書類
申告には、医療費控除の明細書の添付が必須です。医療
費の領収書では申告できません。　
＊�各保険組合が発行する医療費通知を代用できますが、
明細書の作成は必須です。

インターネットで簡単　 
市県民税の申告書の作成・試算
源泉徴収票などをもとに市民税・県民税申告書を作成し、
市県民税を試算することができます。
作成した申告書を印刷し、必要書類を添付して郵送して
ください。

申告期間　2月16日㈭～3月15日㈬

介護保険関係について
•�介護保険料は社会保険料控除の対象です。支払った金
額は、公的年金等の源泉徴収票、介護保険料納付済額
のお知らせなどで確認できます。
•�介護保険サービス利用料やおむつ代は、一定の要件を
満たした場合に医療費控除の対象です。申告には医療
費控除の明細書の添付が必要です。おむつ代の申告に
は医師が発行したおむつ使用証明書の添付が必要です。
•�障害者控除対象者認定書が必要な人は高齢介護課に問
い合わせてください。

問高齢介護課 医療費通知について
•�医療費控除の申告をする場合、領収書の提出に代わり
医療費控除の明細書の作成が必要です。健康保険組合
等が発行する医療費のお知らせ（医療費通知）を添付す
れば明細書の作成を簡略化できます。
•�国民健康保険と後期高齢者医療保険は、2月～3月中
旬に、2回に分けて医療費通知を送付します。初回は
令和4年1月～11月分、2回目は12月分が記載されま
すが、記載されていない医療費等がある場合は、領収
書に基づき明細書を作成してください。

問国保健康課

広報ずし● 2023.2
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確定申告書の提出は、e-Taxの利用や鎌倉税務署への郵
送にご協力ください。
問鎌倉税務署 住所 鎌倉市佐助1-9-30 TEL 0467-22-5591

市役所申告会場
感染症対策のため確定申告書はなるべく鎌倉税務署に郵
送してください。
時2月16日㈭～3月10日㈮9：00～16：00　＊㈯㈰㈷を
除く　場市役所1階市民ホール
　
　　　　市役所での申告相談
市民税・県民税の申告相談および簡易な確定申告の申告
相談は事前予約制です。希望日の前日までに予約して
ください。1回の相談につき原則1人のみ入場できます。
申告書提出のみの場合は予約不要です。
申2月3日～3月9日に、電子申請または予約専用電話で
課税課へ TEL 046-872-8168（9：00～12：00、13：00
～16：00）
＊�窓口・メール・ファクスでの予約不可。
申込期間まで電話はつながりません。
また、電話は込み合うため、できるだ
け電子申請してください。

市役所で相談できない申告
1.　次の場合は、市役所で相談が受けられません。鎌倉
税務署に相談してください。
　①事業所得・不動産所得・配当所得がある
　②土地・建物や株式などの譲渡所得がある
　③雑所得があり収支内訳書を作成していない
　④新たに住宅借入金等特別控除を受ける
　⑤住宅耐震改修特別控除等を受ける
　⑥青色申告の承認を受けている（受けようとしている）
　⑦消費税の申告をする
　⑧国外に出国し納税管理人を定めて申告する
　⑨死亡した人の準確定申告をする
2.　令和３年分以前の所得税の確定申告、修正申告、更
正の請求も市役所で受けられません。鎌倉税務署に直接、
相談・提出してください。

鎌倉税務署からのお知らせ

インターネット
予約ページ

（e-kanagawa）

相談・申告の
受付 納期限 振替納税利

用者の振替日

所得税及び復
興特別所得税 2月1日㈬

～3月15日㈬ 3月15日㈬
4月24日㈪

贈与税

個人消費税 1月4日㈬
～3月31日㈮ 3月31日㈮ 4月27日㈭

e-Taxを利用して自宅から確定申告
24時間いつでも申告できるほか、源泉徴収票などの書
類の提出が不要（5年間の保管は必要）、還
付金の受け取りが早くなるなどメリットが
あります。詳細は国税庁ホームページで確
認してください。

　　    ふるさと納税ワンストップ特例
制度を利用した人へ

医療費控除や住宅ローン控除などを受けるために確定申
告をした場合、特例の申請は無効になります。控除を受
けるためにはふるさと納税をした金額の全てを寄附金控
除の計算に含めて申告する必要があります。なお、ふる
さと納税の寄附先が5団体を超えた場合も特例の申請は
無効となるため、確定申告をする必要があります。

国税庁
ホームページ

注意 !

予約制
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職員の人数や給与などの状況
条例や規則などで定められている市の職員の定数・給与などについて、概要をお知らせします。　問職員課

436 人

400
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425

2022年2021年2020年2019年2018年

426人

421人
415人

423人423人

神奈川県　　逗子市

2022年2021年2020年2019年2018年
95

100

105

99.4

98.4
99.6

97.5

102.5
101.7 101.9 101.6

100.7

97.9

職員数の推移
（各年4月1日現在（定数条例上の職員数））

ラスパイレス指数
（各年4月1日現在）

ラスパイレス指数とは、国家公務
員の給与水準を100とした場合の
地方公務員の給与水準を示す指数

詳細は市ホーム
ページで確認で
きます。

特別職の給料・報酬月額等（2022年4月1日現在）

給料・報酬月額 期末手当 退職手当

市長 455,000円 2.075月 給料月額×任期年数×3.5

副市長 755,000円

4.15月

給料月額×任期年数×2.6

教育長 673,000円 給料月額×任期年数×1.7

議長 542,000円

副議長 482,000円

議員 439,000円

職員の平均年齢・給料月額等の状況（2022年4月1日現在）
職種 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

一般行政職 44.1歳 318,057円 440,422円

技能労務職 52.8歳 339,087円 449,700円

一般行政職�専門職や技能労務職を除く事務
的な仕事をする職、技能労務職�清掃員、用
務員、学校や保育園の給食調理員、自動車運
転手などの業務に従事している職、給料�手
当を除く基本給、給与�給料に扶養手当や地
域手当などの手当を加えたもの

＊�条例改正により市長の給料月額・期末手当、副市長・教育長の地域手当を減
額しています。ただし、2022年12月25日から、市長の給料・報酬月額は
819,000円としています。
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逗葉地域医療センター
内科・小児科・外科　 TEL 046-873-7752  10:00〜17:00 ・ 20:00〜23:00 
歯科　 TEL 046-873-2368  10:00〜17:00
上記の時間以外・その他の診療科目
消防署テレフォンサービス TEL 046-872-9999

　休日夜間診療

　防災行政無線が聞こえないとき TEL 050-5533-8199

 主な施設の電話番号・休館日
池子の森自然公園管理事務所 毎週㈪休館 TEL 046-871-7022
池子遺跡群資料館 毎週㈪休館 TEL 046-871-7006
体験学習施設 毎週㈫休館 TEL 046-873-8581
福祉会館・社会福祉協議会 TEL 046-873-8011
保健センター TEL 046-873-8333
高齢者センター TEL 046-873-2531
子育て支援センター（休館日は23ページ） TEL FAX 046-871-5001
ずしファミリーサポートセンター TEL 046-870-3400
こども発達支援センター TEL 046-872-6051
教育研究相談センター TEL 046-872-2898
逗子警察署 年中無休 TEL 046-871-0110
商工会館・逗子市商工会 TEL 046-873-2774
＊休館日の表示がない施設は㈯・㈰・㈷休館。休館日が祝日に当たる場合は、
各施設に問い合わせてください。

市役所 TEL 046-873-1111 FAX 046-873-4520

環境クリーンセンター　 TEL 046-871-7870     
FAX 046-873-9428

消防署 年中無休 TEL 046-871-0119

図書館 毎週㈫休館 TEL 046-871-5998

図書館沼間分室 毎週㈫休館 TEL 046-872-3618

図書館小坪分室 毎週㈫休館 TEL 0467-24-6726

市民交流センター 第1・3㈫休館
TEL 046-872-3001 FAX 046-872-3003

沼間小学校区コミュニティセンター
 毎週㈫休館 TEL 046-872-2449

小坪小学校区コミュニティセンター
 毎週㈫休館 TEL 0467-24-6204

文化プラザホール 第1・3㈫休館 TEL 046-870-6622

逗子アリーナ・スポーツ協会 毎週㈪休館 TEL 046-870-1296

 相談案内
成年後見相談(予約制)　第2㈬10:00〜16:00
 問高齢介護課

成年後見相談(予約制)　第4㈬14:00〜16:00
法律相談(障がい者･高齢者に関して)(予約制)
第4㈮14:00〜16:00
問逗子あんしんセンター TEL 046-871-8458

障がいに関する相談（障がい福祉サービスなど、面接は予約制）
主に身体障がい・知的障がい　㈪〜㈮9:00〜17:45
問支援センター凪 TEL 046-870-5280 FAX 046-873-5370
主に精神障がい　面接相談（予約制）㈪〜㈮10:00 〜 16:00 電話相
談㈪〜㈮9:00〜17:00
問カモミール TEL 046-872-4581  FAX 046-872-4550

家庭・児童相談（子どもに関する一般相談）
㈪〜㈮8:30〜12:00・13:00〜17:00
問子ども相談室 TEL FAX 046-871-8801 

療育相談（心身の発達など、面接相談は予約制）
電話相談㈪〜㈮9:30〜16:30（面接相談予約受付〜17:00）
問こども発達支援センター TEL 046-872-2523（直通） 

教育相談　㈪〜㈮9:00〜16:00　 問教育研究相談センター
教育相談専用 TEL 046-872-9498・2898 FAX 046-872-3116

消費生活相談
㈪㈬㈭㈮9:30〜12:00・13:00〜16:00　問市消費生活セン
ター（市民協働課内）
㈪〜㈮9:30〜19:00・㈯9:30〜 16:30　問かながわ中央消
費生活センター TEL 045-311-0999

人権相談　㈪〜㈮8:30〜17:15
問横浜地方法務局横須賀支局 TEL 046-825-6511

女性相談　㈪〜㈮9:30〜12:00･13:30〜16:00
女性相談専用 TEL 046-873-5531

行政書士相談(遺言･相続･空き家など)(予約制)
第1･3㈬9:00〜16:00（1人1時間）
行政相談(国への要望)(1週間前までに予約)
第1㈭13:00〜15:00
法律相談(予約制)　第2･4㈫10:00〜16:30 
不動産の登記･測量相談、マンション管理相談、不動産相談
(予約制)　第4㈪14:00〜16:00
司法書士相談(相続登記など)(予約制)　第4㈭13:00〜16:00
 問市民協働課

まちづくり条例開発事業紛争相談（予約制）
奇数月の第3㈬9:00〜12:00 問まちづくり景観課

時日時　場場所　対対象　定定員　持持ち物　費費用　申申込方法、申込
先　問問い合わせ先　 TEL 電話　 FAX ファクス　 MAIL E メール　URLホーム
ページアドレス　＊費用の表示のないものは全て無料。
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＊問い合わせ先の電話番号は9ページ参照。

送などで、または経済観光課窓口へ
MAIL keizai@city.zushi.lg.jp
＊意見への個別の回答はしません。

高齢者なんでも出張相談
逗子アーデンヒル自治会館　時2月
2日㈭10:00〜11:00
池 子 会 館　時2月14日 ㈫13:00 〜
14:00
東逗子第2団地集会所　時2月22日
㈬10:00〜11:00
問東部地域包括支援センター
TEL 046-876-6299

貯水槽の清掃・点検を
マンションやビルなどに設置してい
る貯水槽は、1年に1回以上定期的に
清掃を行い、安全な水の供給につと
めてください。
問資源循環課

粗大ごみ・不燃ごみ　受け入れ
一時中止
破砕施設の定期補修工事のため、環
境クリーンセンターへの持ち込みを
一時中止します。ごみステーション
の収集は通常どおり行います。
時2月27日㈪〜3月6日㈪13:00
問環境クリーンセンター

宝くじ助成金で消防資機材を配備
災害時に消防団員が安全に活動で
きるよう、助成金を活用し消防団に
セーフティーブーツを配備しました。
問消防総務課

米軍池子住宅地区防災無線の試
験放送
実際の災害ではありません。毎月第
3㈬9:00頃に実施します。
時2月15日㈬9:00頃
問基地対策課

防災行政無線等による全国一斉
情報伝達試験（Ｊ－ＡＬＥＲＴ）
サイレン音は鳴らしません。
時2月15日㈬11:00頃
問防災安全課

行財政改革の取り組み状況
市では社会経済情勢の変化に対応し、
簡素で効率的な行財政システムを確
立するために行財政改革に取り組ん
でいます。2021年度の取り組みの効
果額は約3億3千万円でした。主な取
り組み実績は、市ホーム
ページで確認できます。
問総務課

固定資産税・都市計画税　 
第4期の納期限は2月28日
問納税課

逗子小学校区桜山ブロック準備会
地域の困りごとなどを気軽に話し合
う場として、桜山ブロック準備会を
開催しています。一緒に地域のこと
を話しませんか。
時2月8日㈬17:30〜　
場市役所会議室　
対逗子・新宿・桜山在住の人　
問市民協働課

市民交流センター
ロッカー・レターケース　 
2023年度分の使用団体募集
現在使用中の団体も申請が必要です。
使用料金・募集個数　ロッカー (大)
年4,200円・48個、ロッカー (小)年

2,400円・30個、レターケース無料・
108個
申 問2月1日〜 28日に、所定の用紙
に記入し、市民交流センターへ
＊多数抽選。詳細は募集要項（市民交
流センターで配布）を確認のこと

逗子アリーナ レンタルロッカー 
2023年度分の抽選申込開始　
使用料金・募集個数　ロッカー (大) 
年4,800円･30個、ロッカー (小) 年
2,400円･40個 
対中学生以上
申問2月7日〜 3月7日に逗子アリー
ナ窓口へ　＊重複申込・当選後の
キャンセル不可

勤労者住宅資金利子補給制度
勤労者が県内にある中央労働金庫の
支店から住宅資金の融資を受けた場
合に、利子の一部を補助します。対象
者などの詳細は市ホームページで確
認してください。
問経済観光課

森林整備計画の縦覧
意見を提出することができます。
縦覧場所　経済観光課、情報公開課、
市民交流センター、沼間コミセン、小
坪コミセン、文化プラザホール、逗子
アリーナ、高齢者センター、体験学習
施設、図書館
＊市ホームページでも閲覧可
時2月1日㈬〜3月2日㈭
申 問①住所②氏名③意見を、ファク
ス・Ｅメール（添付ファイル不可）・郵
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時日時　場場所　対対象　定定員　持持ち物　費費用　申申込方法、申込先　問問い合わせ先
TEL 電話　 FAXファクス　 MAIL E メール　URLホームページアドレス　＊費用の表示のないものは全て無料。

久木小学校校舎長寿命化改修等
基本設計説明会
久木小学校　時２月10日㈮16:00〜
17:30
市役所　時 ２月10日㈮19:00〜
20:30
問教育総務課

小中学校の学費の援助
（就学援助費）
対市立小中学校に在学し、経済的な
理由で就学が困難な児童・生徒の保
護者
申 問2月1日〜 6月30日に、申請書

（2月1日以降、学校教育課で配布）を
学校教育課窓口へ

高等学校の奨学生募集
支給金額　年額100,000円
対本人の住民登録が市内にあり、学
業成績および行いが良好で4月から
高等学校への進学を予定している中
学3年生　定20人程度
申 問2月6日〜 28日に、申込書（2月
1日以降、学校教育課で配布）を学校
教育課窓口へ

里親講座
里親活動の制度、施設で暮らす子ど
もについての説明や体験談の紹介。
時2月17日㈮10:00〜12:00　
場市役所会議室
対里親活動に関心のある人　
定先着15人
申問県鎌倉三浦地域児童相談所
TEL 046-828-7050

県知事・県議会議員選挙
時4月9日㈰7:00〜20:00
対平成17年4月10日までに生まれ、
令和4年12月30日までに住民登録

（転入届）をし、引き続き市内に住所
がある日本国籍の人
期日前投票
時3月24日 ㈮ 〜 4月8日 ㈯8:30 〜
20:00　＊県議会議員選挙は4月1
日㈯〜　場市役所1階市民ホール
県議会議員立候補予定者事前説明会
時2月21日㈫10:00〜　
場市役所会議室　対逗子市・葉山町
選挙区における立候補予定者（代理
人も可）を含め2人以内
問行政委員会事務局

案件名 募集期間 概要 提出･問い合わせ先

学校教育総合プラ
ン（第Ⅵ期）の改定

1月30日〜
2月28日

学校教育施策を定めたプランを改定し 
ます。

学校教育課
MAIL gakkou@city.zushi.lg.jp 
＊教育研究相談センターでも
閲覧可

パブリックコメント
提出方法　案件名・住所・氏名・意見を、ファクス・Eメー
ル（添付ファイル不可）・郵送などで、または提出先窓口
へ。　＊意見への個別回答はしません。
資料の閲覧場所　パブリックコメントの提出先、情報公
開課、市民交流センター、沼間コミセン、小坪コミセン、文
化プラザホール、逗子アリーナ、高齢者センター、体験学
習施設、図書館　＊市ホームページでも閲覧可

国民健康保険運営協議会　
時2月9日㈭14:00〜16:00　
場市役所会議室　
問国保健康課

下水道事業運営審議会
時2月14日㈫10:00〜12:00　
場市役所会議室　
問下水道課

教育委員会　定例会
時未定　
場市役所会議室　
問教育総務課

＊この他の会議、時間・場所が未定
の会議は市ホームページ「会議の予
定」で確認してください

パブリックコメントとは、市の計画や制度などを
決定前に公表し、市民や事業者から意見を出して
もらう制度です。広く意見を募集する案件は、必
ず広報ずしに掲載し、その詳細は市ホームページ
などで紹介しています。住みよいまちづくりのた
め、あなたも意見を出しませんか。
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案件名 募集期間 概要 提出･問い合わせ先

JR東逗子駅前用
地活用事業　
基本構想の策定

2月1日〜
3月2日

事業の基本方針などを定める基本構想を
策定します。

企画課
MAIL kikaku@city.zushi.lg.jp　
＊福祉会館、保健センター、
子育て支援センター、商工会
館でも閲覧可

国土強靱化地域計
画の策定

市民の生命、身体及び財産を災害から保
護するため、災害の予防、災害応急対策、
災害復旧・復興について定める計画を策
定します。

防災安全課
MAIL bousai@city.zushi.lg.jp
＊福祉会館、療育教育総合セ
ンター、保健センター、子育
て支援センターでも閲覧可

ずし男女共同参画
プラン2022の改定

男女平等、多様性を尊重する社会を推進
していくために、2023年度から8年間
の計画へ改定します。

市民協働課
MAIL siminkyoudou@city.
zushi.lg.jp　＊福祉会館、子
育て支援センターでも閲覧可

行財政改革基本方
針の策定

2月8日〜
3月9日

2023年度から4年間の行財政改革の推
進方策を定める基本方針を策定します。

総務課
MAIL soumu@city.zushi.lg.jp

図書館のサービス
目標の改訂

図書館が、生涯学習の機会を提供する施
設として、また地域の情報拠点としての
役割を果たすためのサービス目標を改訂
します。

図書館
FAX 046-873-4291
MAIL library@city.zushi.lg.jp

福祉プランの改定 2月10日〜
3月13日

福祉プランの名称を地域福祉計画と変更
し、改正社会福祉法第107条に規定され
た計画に改定します。また、地域福祉計画
も（仮称）地域福祉推進計画・地域福祉活
動計画として改定します。

社会福祉課社会福祉係
MAIL syakai@city.zushi.lg.jp 
＊福祉会館、子育て支援セン
ターでも閲覧可

健康増進・食育推
進計画の改定

健康・食育施策に関する基本的な方向性
などを定めた計画を改定します。

国保健康課
MAIL kenkou@city.zushi.lg.jp　
＊福祉会館、子育て支援セン
ターでも閲覧可

緑の基本計画の改定 緑地の保全や緑化推進のための施策を定
めた計画を改定します。

緑政課
MAIL ryokusei@city.zushi.
lg.jp

総合計画中期実施
計画の策定

2月24日〜
3月24日

2023年度から7年間の予算編成及び事
業実施の指針を示す計画を策定します。

企画課
MAIL kikaku@city.zushi.lg.jp 
＊福祉会館、療育教育総合セ
ンター、保健センター、子育
て支援センターでも閲覧可
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フィットネス教室
時2月4・18・25日の㈯①ハードピ
ラティス8:15 〜 8:45②ソフトピラ
ティス9:00〜9:50③ZUMBA®10:00
〜10:50
共通　対16歳以上　 
定各先着80人
費1回500円(回数券10枚4,000円)
申当日会場へ
場問逗子アリーナ

海岸を走る会
時2月5日㈰7:30受付・8:00スタート　
場新宿会館　申当日会場へ
問逗子アリーナ

ZASA Sports Games
市民バレーボール大会
時2月5日㈰8:30〜18:30 
対市内在住・在勤・在学者、バレー
ボール協会登録チーム
費5,000円（協会登録チーム3,000円）
場申問2月2日までに、逗子アリーナへ

うみかぜまつり
血管健康測定・ストレス測定、ボッ
チャ、モルック、バドミントンや卓球
などの体験。
時2月12日㈰9:00〜16:00 
持室内履き
場問逗子アリーナ

逗子市体育功労者表彰・第49回
逗子市スポーツ人の集い
時3月4日㈯　
表彰式　15:00〜　
スポーツ講演会　夢をつかみとるに
は　16:00〜18:00
講師　白井勝晃さん(体操・白井健
三さんの父) 

定200人　申当日会場へ
場問逗子アリーナ

ボッチャ大会
3〜4人のチームで競います。　
＊個人でも申し込み可
時3月18日㈯12:00〜15:30
場申問2月21日以降､逗子アリーナへ

第17回神奈川県障害者スポー
ツ大会
ボウリング（知的障害者）　時4月9
日㈰　場湘南とうきゅうボウル　申2
月13日㈪まで
アーチェリー（身体障害者）　時4月
9日㈰　場神奈川総合リハビリテー
ションセンター　申2月13日㈪まで
フライングディスク（身体・知的障
害者）　時4月16日㈰　場県立スポー
ツセンター　申2月20日㈪まで
陸上（知的障害者）　時4月23日㈰　
場県立スポーツセンター　申2月27
日㈪まで
陸上（身体障害者）　時5月14日㈰　
場県立スポーツセンター　申3月20
日㈪まで
水泳（身体・知的障害者）　時7月9
日㈰　場さがみはらグリーンプール　
申5月15日㈪まで
共通　申問各競技の申込期限までに
障がい福祉課へ

みんななかま展 
特別支援学級設置小中学校と特別支
援学校の児童・生徒、地域作業所の
利用者らの作品や写真など約1,000
点を展示します。
時2月14日 ㈫ 〜 19日 ㈰10:00 〜
19:00　＊19日は17:00まで　
場藤沢市民ギャラリー（ODAKYU

湘南GATE6階）
問同展実行委員会事務局(藤沢市立
高倉中学校) TEL 0466-45-5320

図書館展示　コロナ禍をふりか
える　
時2月15日㈬〜3月13日㈪
場問図書館

ウクレレ教室初級編
講師　浅木舞さん（レアレア・ウク
レレ・ガーデン）
時2月15・22日、3月1日の㈬13:30
〜15:30（全3回）　
場沼間コミセン
対全3回受講できるウクレレ初心者　
＊この講座を初めて受ける人優先
定先着12人　
持ウクレレ　＊無料貸し出しあり

（先着5人）
申問2月1日以降、①住所②氏名③電
話番号④年齢⑤ウクレレの有無を、
電話・ファクス・Eメールで社会教
育課へ FAX 046-872-3115
MAIL syakaikyouiku@city.zushi.lg.jp

TSUKEMEN CONCERT 
ヴァイオリンとピアノの3人組アン
サンブル・ユニット。デビューから
の軌跡をたどります。
時3月11日 ㈯16:00開 演（15:00開
場）　＊全席指定
費 一般4,500円、高校生以下2,000
円　＊未就学児入場不可
場問文化プラザホール

＊問い合わせ先の電話番号は9ページ参照。
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時日時　場場所　対対象　定定員　持持ち物　費費用　申申込方法、申込先　問問い合わせ先　
TEL 電話　 FAXファクス　 MAIL E メール　URLホームページアドレス　＊費用の表示のないものは全て無料。

みんなの広場は営利・宗教・政治を目的としない市内の団体に紙面を提供するもので文責は
各団体にあります。編集の都合上掲載できない場合もあります。4月号掲載申し込みは2月
20日17:00までにファクス・郵送・ホームページで、または直接窓口へ　問企画課

東逗子朝市　
時2月5日㈰8:00〜9:30　＊荒天中止
場東逗子駅前ふれあい広場
問逗子市商工会

逗子海岸一斉清掃
時2月5日㈰13:00〜　＊荒天中止
場逗子海岸中央
問逗子ビーチ・クリーン隊　小林
TEL 046-872-1550

もしものときにも安心　エンディ
ングノート書き方講座
時2月14日㈫10:00〜11:30
対 市内在住の65歳以上で、図書館
カードを持っている人　定先着12人
場申問1月25日以降、電話で、または
図書館窓口へ

市民活動ススメ講座　デモの仕方
歴史や文脈を理解し、実際に行うた

めの手続きや方法を学びます。
時2月18日㈯13:30〜15:30
場市民交流センター
定60人程度　費500円
申 問2月1日9:00以降、①氏名②電話
番号③メールアドレスを、電話･ファ
クス･Eメールで、または市民交流セ
ンター窓口へ FAX 046-872-3003 
MAIL ac-center@zushi-psc.org

みんなの防災作戦＠ずし　私は
これをしたい!
講師　阿部由紀さん（BIG UP 石巻
代表理事）、小林深吾さん（逗子災害
ボランティアネットワーク）
時2月19日㈰13:00〜16:00
場市民交流センター　定80人
申 問2月15日までに、①住所②氏名
③電話番号④ファクス番号⑤メール
アドレスを、電話・ファク
ス・申込フォームで、また
は社会福祉協議会窓口へ
TEL 046-873-8037 FAX 046-872-
2519 MAIL vc@zushi-shakyo.com

小坪わかめ干し作業体験
時2月20日㈪8:00〜14:00　
場小坪漁港　定20人　＊多数抽選　
費1,000円
申 問2月1日〜 6日17:00に、①住所
②氏名③年齢④電話番号を、電話・
申込フォームで、または
観光協会窓口（経済観光
課内）へ

読書のための目の話
講師　澤崎弘美さん（いけがみ眼科
整形外科副院長）
時3月2日㈭10：00〜11：30
場市民交流センター
対 市内在住の65歳以上で、図書館
カードを持っている人　定先着15人
申 問2月10日以降、電話でまたは図
書館窓口へ　

ステンドグラス始めませんか
本格的なオリジナル作品を楽しく作りましょ
う　時毎月第２･4㈪13:00〜17:00　場沼間
コミセン　費月1,000円、材料費　問ステン
ド ミルフィーユ　坂口 TEL 090-4206-8070

遠くから継続する支援　東北物産展
時２月１日㈬･3日㈮･15日㈬･17日㈮･20日㈪､ 
3月1日 ㈬･3日 ㈮･15日 ㈬･17日 ㈮･20日 ㈪
10:00〜16:00　場市民交流センター　問シェ
アハート鎌倉　平野 TEL 090-5751-3185

ピラティス
ゆっくりと体をケアし体力づくりをします。初
心者大歓迎　時 2月3･10･17･24日の㈮9:50〜
10:30　場新宿会館　費1,500円　問ピラティ
ス＆リラックスヨガ　中村 TEL 090-4605-1238

逗子ゼロ・ウェイストの会イベント
エコ広場ずし　①時２月11日(土祝) 〜17日㈮　
場市民交流センター　②時2月18日㈯･19日㈰　
場桜山ひなた　共に10:00〜15:00　問同会　
海野 TEL 090-9380-1422

逗子ボランタリーガイド俱楽部例会
①歌にある横浜を行く　時 2月15日㈬日ノ
出町駅　②追浜西部を歩く　時 3月15日㈬京
急田浦駅　共に10:00集合　持弁当　費 500
円　問同会　三春 TEL FAX 046-873-8281

チャリティーバザー　花の会
春の花や掘り出し品など多数。（ケーキとお茶
を含む）　時２月16日㈭10:00〜14:00　場葉
山マリーナ　費1,000円　問国際ソロプチミ
スト逗子・葉山　鈴木 TEL 090-4413-7099

命つないだワンニャン写真展
保護した犬猫が幸せに暮らす姿を飼い主が撮
影　時２月16日㈭〜20日㈪10:00〜18:00

（初日10:30〜）　場文化プラザギャラリー　
問ワンパウ　三浦 TEL 090-8813-1384

逗子ふれあいフリーマーケット
出店者募集中　時 2月24日㈮・3月10日㈮
8:30〜14:30　場亀岡八幡宮境内　雨天中
止　翌㈯骨董市開催　問 逗子ふれあいフ
リーマーケット　片岡 TEL 090-5442-3778

なぎさマンドリン第7回定期演奏会
クラシックなど幅広い曲を演奏します。早春の
一時をお楽しみください。　時 2月26日㈰
14：00開演　場なぎさホール　問なぎさマンド
リンアンサンブル　大橋 TEL 090-8442-6158
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2022年度 特定健診・高齢者健診は2月末で終了
１年に一度の健康診査を受けましたか。対象者で、まだ受
けていない人は、医療機関に予約のうえ、早めに受診をし
ましょう。受診券を紛失した人は、国保健康課で再発行し
ます。　問国保健康課

風しん予防接種で未来の赤ちゃんを守れます
今年度中に接種した風しんワクチン費用の一部を助成し
ています。妊婦は予防接種が受けられないので、妊娠前に
パートナーと一緒に接種を受けましょう。また、昭和37
年4月2日〜昭和54年4月1日に生まれた男性を対象に、
国の対策により無料で風疹抗体検査と予防接種を実施し
ています（2025年3月31日までの期間限定）。
問国保健康課

障がい者歯科診療（予約制）
時毎週㈬㈭13：00〜17：00　＊㈷を除く
対障がいのある人や車いすを使用している人、寝たきり
の人などで治療に来所できる人
場申問逗葉地域医療センター TEL 046-873-2368

健康栄養相談（オンライン可）
時2月9日㈭9：00〜12：00、13：00〜16：00（１人30分
程度）　＊この日以外は応相談
場市役所　申問国保健康課

他人の敷地を糞や尿で汚さないために、猫はで
きるだけ室内で飼いましょう。どうしても室内
で飼うことができない場合は、自分の敷地内に
トイレを設置するなど、敷地内で排便排尿を済
ませることができるようにしてください。
問県鎌倉保健福祉事務所
TEL 0467-24-3900

県内の高濃度予報をテレホンサービスや県ホー
ムページで公開しています。高濃度になりそう
なときは、不要、不急の外出をできるだけ減らし
ましょう。
TEL 050-5306-2686 
問資源循環課

おれんじカフェずし（認知症カフェ）
時2月17日㈮14：00〜16：00
場逗子4丁目空き家カフェまたはオンライン　＊詳しい
場所は申し込み時に伝えます。
対認知症の人・その家族、認知症予防に関心のある人
費100円　
申問中部地域包括支援センター TEL 046-872-2480

フレイルチェック測定会
健康寿命を延ばすヒントを学び、生活スタイルと体の簡
単チェック
時2月21日㈫13：00〜15：00
場高齢者センター
対市内在住の65歳以上で、介助なしで参加できる人
定先着15人
申問2月1日以降、①氏名②電話番号・ファクス番号③生
年月日を、電話・ファクスで社会福祉課地域共生係へ

妊婦さんの歯ぐきの検診
歯周病予防のための歯と歯ぐきの検診・歯みがき実習を
行います。
時2月21日㈫13：10〜14：30
場保健センター
対市内在住の妊婦
申 問2月14日までに、電話・ファクスで県鎌倉保健福祉
事務所へ TEL 0467-24-3900 FAX 0467-24-4379

家族のための物忘れ相談会
時2月28日㈫①10：00〜②13：00〜③15：00〜
場市役所１階相談室
定各１人
申問2月1日以降、社会福祉課地域共生係へ

猫を飼っている人へ PM2.5（微小粒子状物質）の予報
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　市の求人

職種 勤務時間（週） 初任給※ 申問

子ども家庭支援員 5日（38時間45分） 281,900円 教育総務課

職種 勤務時間（週） 報酬月額 申問

保育士 ４日（31時間） 146,137円

教育総務課

保育園業務職員 ３日（23時間
15分） 101,263円

学習支援員 ２日（15時間） 65,331円

スクールサポートスタッフ ２日（15時間） 65,331円

ふれあい
スクール

チーフパート
ナー

４日（23時間
15分） 131,376円

プレイパート
ナー ４日（15時間） 65,331円

●任期付職員

●会計年度任用職員

※大学卒・30歳・前職が福祉相談業務の場合。学歴、年齢、職歴などにより加減あり。その他諸手当あり。

1月16日現在の募集状況です。

保健師、管理栄養士、看護師、
薬剤師
勤務日　月2〜10日程度
時給　1,447円
申問国保健康課

●会計年度任用職員
　（短時間任用）

会計年度任用職員の勤務について
・ 期末手当（ボーナス）が支給要件

に応じ支給されます。
・ 2年目以降は、それまでの逗子市

会計年度任用職員としての職歴
に応じて、職歴加算があります。

・夏期休暇が付与されます。
＊ 上記は、勤務条件によって変更

あり。詳細は市ホームページで
確認してください。

広
　
　
　          

告

広報ずしでは誌面に掲載する有料広告を募
集しています。
詳しくは企画課へお問い合わせください。

広報ずしでは誌面に
掲載する有料広告を
募集しています。
詳しくは企画課へお
問い合わせくださ
い。
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時 日時　場 場所　対 対象　定 定員　持 持ち物　費 費用
（表示のないものは無料）　申 申込方法、申込先　問 問
い 合 わせ 先　 TEL 電 話　 FAX ファクス　 MAIL Eメール　

URL ホームページアドレス　

く ら し の ガ イ ド

12月14日開催の日米合同委員会で、日米両国政府により逗葉地域
医療センターと保健センター進入路の返還が合意されました。この
道路は、2001年に開設した逗葉地域医療センター・保健センター
への進入路として整備さ
れ、日米共同使用という
形態で、市道として維持
管理しています。安定し
た通行を確保するため、
2002年に返還の申請を
していました。
問基地対策課

樹木の冬芽と冬を越す植物の生存戦略を学びましょう。
講師　大塚隆之さん（樹木医）
時 2月12日㈰10：00〜12：00　＊雨天中止
場池子の森自然公園（管理事務所前集合）
定先着30人　＊市内在住者優先。10歳以下は保護者同伴
費中学生以上300円、小学生100円、未就学児は無料
申 問 2月1日〜 10日に、参加者全員の①住所②氏名③子
どもの年齢④電話番号を、Eメールでずし市環境会議ま
ちなみと緑の創造部会へ
MAIL machi73zusi@gmail.com

アンガーマネジメントができると、怒りの感情と上手に
付き合うことができ、怒って失敗したり、後悔したりし
ないようになります。怒る必要があることは上手に怒り、
怒る必要のないことは怒らない。怒りに振り回されない
毎日を目指しませんか。
講師　田中貴恵さん（アンガーマネジメントファシリ
テーター）
時 2月25日㈯10：00〜12：00
定 30人
費 1,000円
場 申 問 2月1日9：00以降、①氏名②
メールアドレス③電話番号を、電話・
ファクス・Eメールで、または市民
交流センター窓口へ
FAX 046-872-3003
MAIL ac-center@zushi-psc.org

1978年以来、45年ぶりの返還へ
逗葉地域医療センターへの進入路が逗子市に返還お知らせ

木々の生命力を感じる
冬芽の植物観察会

笑顔で幸せに生きるコツ
アンガーマネジメントを学ぼう講座講座

返還・共同使用の歴史
1972年 第一運動公園返還（約6ha）

1977年 久木中小共同運動場返還
（約2.5ha）

1978年  マイクロ通信施設（第一運動公園
隣接地）返還（約0.13ha）

1996〜
2014年

久木中小共同運動場通路の
共同使用

2001年〜 逗葉地域医療センター・
保健センター進入路の共同使用

2014年〜  池子の森自然公園の共同使用
（約40ha）
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く ら し の ガ イ ド

助けられる人から助ける人へ
中学校教諭として、東日本大震災発生時に釜石東中学校
で生徒とともに津波避難を経験した講師によるセミナー
です。東日本大震災の経験を通して伝えたい地域の防災
力、事前の備えや発災後の心の変化について話します。
講師　糸

いと

日
ひ

谷
や

美奈子さん（防災士）
時 2月18日㈯10：00〜11：30
場市役所会議室　定先着70人
申 問 2月1日〜 13日に、①住所②氏名③電話番号を、電
話・ファクス・Eメールで、または防災安全課窓口へ　
MAIL bousai@city.zushi.lg.jp
＊託児・手話通訳・要約筆記は
2月8日までに申し込み
＊オンラインでも配信します。
視聴方法などは市ホームページ
で確認してください。

地域医療の専門家である「おうちの診療所目黒」の伴正
海院長をコーディネーターに、市内における医療の現状
や課題を洗い出し、逗子市に必要な地域医療について話
し合います。
時 2月26日㈰10：00〜12：00
場市役所会議室
対市内在住者
定先着80人
申 問①住所②氏名③電話番号
を、電話・ファクス・Eメール
で国保健康課へ
MAIL kenkou@city.zushi.lg.jp

2月4日から4月9日まで葉山館で開催される、日本とヨー
ロッパを行き来して活躍した画家、横尾龍彦（1928－ 
2015）の初回顧展。聖書に着想を得た幻想画から制作
に瞑想を取り入れ、書を思わせる抽象画へと展開した作
品について解説します。
講師　橋口由依さん（県立近代美術館学芸員）
時 2月22日㈬10：00〜11：00
場市民交流センター　定 20人程度
申 問 2月1日以降、①住所②氏名③電話番号を、電話・
ファクス・Eメールで、または社会教育課窓口へ
FAX 046-872-3115  
MAIL syakaikyouiku@
city.zushi.lg.jp
＊手話通訳・要約筆記は
2月14日までに申し込み

災害伝承10年プロジェクト
市民防災セミナー講座

これからの地域医療を考える
第2回 必要な地域医療とは

近代美術館入門講座
横尾龍彦　瞑想の彼方講座

イベント

光と影を巧みにあやつり、ルイス・キャロルの不朽の名
作を鮮やかな影絵のワンダーランドとして描きます。劇
団かかし座による美しく、ダイナミックな影絵劇ならで
はの舞台です。
時 2月18日㈯14：00開演（13：00開場）　＊全席指定
費中学生以上前売1,500円・当日1,800円、子ども前売
500円・当日800円　＊0才からチケットが必要です。
場 問文化プラザホール

家族で楽しむ影絵劇
「ふしぎの国のアリス」イベント

横尾龍彦
《黙示録 ゴグとマゴグ》
1977年 北九州市立美術館蔵
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時 日時　場 場所　対 対象　定 定員　持 持ち物　費 費用（表示のないものは無料）　申 申込方法、申込先　問 問い合わ
せ先　 TEL 電話　 FAX ファクス　 MAIL Eメール　 URL ホームページアドレス

広　　　　告

虐待や差別を未然に防ぎ、障がいのある人の人権を擁護
するために、何をすればいいのでしょうか。地域の中で
みんなが納得できる社会を考えてみませんか。
講師　石渡和実さん（東洋英和女学院大学名誉教授）
時 3月8日㈬15：00〜16：30　
場市役所会議室　定先着40人
申 問 3月1日までに、①氏名②連
絡先を、電話・ファクス・Eメー
ルで、または障がい福祉課窓口へ
MAIL syohuku@city.zushi.lg.jp
＊託児・手話通訳・要約筆記は、
2月22日までに申し込み

障がい者の権利擁護
啓発講演会講座

マイナンバーカードを利用して、全国のコンビニエンス
ストアなどで住民票の写しや印鑑登録証明書、戸籍証明
書、戸籍の附票を取得できるサービスを導入します。利
用には、マイナンバーカードと利用者証明用電子証明書
の暗証番号（4桁）などが必要です。詳しくは市ホーム
ページで確認してください。 問戸籍住民課
サービス提供時間
住民票の写し、印鑑登録証明書
6：30〜23：00
戸籍証明書、戸籍の附票
9：00〜17：00（平日のみ）

3月1日㈬から導入
証明書のコンビニ交付お知らせ

デジタル化で
もっと便利に

今年も確定申告の時期になりました。市役所で
の申告相談は予約制ですが、毎年受付開始日な
どは予約の電話が殺到し、つながりにくいこと
もありました。
今年は新たに電子申請でも予約を受け付けま
す。受付期間内であれば、空き状況を確認しな
がら24時間いつでも予約ができます。ぜひ活
用してください。詳細は7ページへ。
問デジタル推進課

税の申告相談は電子申請で事前予約を

動画で確認　税の手続き
国税庁では医療費控除やふるさと納
税の申告方法、e-Taxなどを動画で
分かりやすく解説しています。

広報ずしでは誌面に掲載する有料広告を募
集しています。
詳しくは企画課へお問い合わせください。
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く ら し の ガ イ ド

　池子地区は、保護者と学校そして多くの住民団体とが
一緒に子どもたちを見守り、育てるまちに変わりつつあ
ります。池子住民協は、12月3日に開催した池子やま文
化祭が、神明社夏祭り・健康まつりと並び池子の3大祭
りになればと考え、共催することとしました。
　当日は、子どもから大人まで多くの地域の方の笑顔を
見ることができました。参加してくれた子どもたちの思
い出に残ることを願っています。
 （池子小学校区住民自治協議会　会長　田宮知義）

市内で発生した火災は11件
建物火災が前年より3件増加しました。11世帯23人が
り災し、死者1人、負傷者2人でした。
内訳　建物火災8件、車両火災1件、その他の火災2件

救急車の出場件数は3,596件
出場件数は、前年より368件増加しました。搬送人員は
3,320人で、前年より299人増加、市民の約18人に1人
が搬送されたことになります。
傷病程度別の搬送人数　

問消防予防課

基本的なラッピングから、応用できるものまで自分で包
んでみませんか。オリジナルの「手紙を一緒に贈れるプ
チギフトラッピング」を学びます。ラッピングした作品
は持ち帰りできます。
講師　歌川あんなさん（ラッピングコーディネーター）
時 3月14日㈫10：00〜12：00
場市民交流センター
定 10人
費 1,000円
申 問 2月1日9：00以降、①氏
名②メールアドレス③電話番
号を、電話・ファクス・Eメー
ルで、または市民交流センター
窓口へ
FAX 046-872-3003
MAIL ac-center@zushi-psc.org

2022年火災・救急の件数
火災・救急件数ともに増加お知らせ

自分で包んでみよう
手紙を贈るプチギフト講座

定期的に点検を　住宅用火災報知器

電池の寿命の目安は約10年。
いざというときに適切に作動す
るよう、定期的に作動確認をし
ましょう。

詳しくはこちら▶︎

軽症
1,330人

中等症
 1,769人

重症
192人

死亡
29人

池 子
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時 日時　 場 場所　 対 対象　 定 定員　 持 持ち物　 費 費用（表示のないものは無料）　 申 申込方法、申込先　 問 問い合わ
せ先　 TEL 電話　 FAX ファクス　 MAIL Eメール　 URL ホームページアドレス

赤十字幼児安全法短期講習
乳幼児への心肺蘇生とAEDの使用法、災害時子どもを
連れて避難するときに役立つ知識
時 3月12日㈰9：00～12：15
救急法基礎講習
心肺蘇生とAEDの使用法、喉に物が詰まったときの救
命の手当など
時 3月12日㈰13：00～17：30
費 1,500円
共通　場 市役所会議室
対 15歳以上の市内在住・在勤・在学者
定 各先着20人　＊両講座への申込可
申 問  2月6日～28日に、電話で、または日赤逗子市地区

もしもに備えて学ぶ
心肺蘇生とAEDの使用法

（社会福祉課）窓口へ　
＊ 赤十字幼児安全法短期講習は託児（先着5人）あり。希

望者は28日までに申し込み

講座

広
　
　
　          

告

公共施設にAEDを設置しています

AEDは倒れてから3分以内に行うことが理想で
す。自宅や普段の生活で、日頃からAEDがど
こにあるのか把握しておきましょう。AEDの
設置場所一覧は市ホームページで
確認できます。
問国保健康課

広報ずし広報ずしにに広告広告を出しませんか？を出しませんか？
毎月、全世帯に配布しています。
詳しくは市HPで確認してください。

広報ずしでは誌面に掲載する有料広告を募集して
います。
詳しくは企画課へお問い合わせください。

広報ずしでは誌面に掲載する有料広告を募集して
います。
詳しくは企画課へお問い合わせください。

広報ずしでは誌面に掲載する有料広告を募集して
います。
詳しくは企画課へお問い合わせください。

広報ずしでは誌面に掲載する有料広告を募集して
います。
詳しくは企画課へお問い合わせください。
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ごみの減量化・資源化が進んでいます。引き続き、ごみの減量と分別の徹底をお願いします。

数字で見る逗子のごみ 2021
問資源循環課

有料化前と比較　減ったごみの量
ごみの排出量は有料化以降大きな増加はなく、ごみの減量と資源物の分別の徹底が継続されています。

 　　　燃やすごみの減少率　29.1％ 不燃ごみの減少率　　54.8％

2014年度

2021年度

14,115ｔ

10,010ｔ 4,105ｔ

2014年度

2021年度

540ｔ

244ｔ 296ｔ

	 　　　　　　　　　　 １人あたり　72.5㎏減少	 　　　　　　　　 １人あたり　5.2㎏減少

資源化率の増加　7.5ポイント　2014年度：39.1％　　2021年度：46.6％

ごみ処理広域化の財政効果
市単独で処理するよりも効率的で財政面でも効果がある
ため、鎌倉市・葉山町と連携したごみ処理を進めていま
す。葉山町からの可燃ごみと容器包装プラスチックの受

入れによるごみ処理負担金収入、逗子市のし尿・浄化槽
汚泥の処理の委託によるごみ処理負担金支出は次のとお
りです。

家庭ごみ処理手数料収入　　　　　　 1億130万円

使い道は次のとおりです。
指定収集袋の作成、販売手数料など 4,370万円
植木せん定枝、小型家電、びんなどの資源化 4,000万円
ごみの収集運搬業務委託 1,433万円
ネットボックスの補助、収集カレンダーの作成など 164万円
散乱ごみの回収、ボランティア清掃用ごみ袋の配送 115万円
ごみと資源物の出し方CUZの作成など 48万円

※2017年度は可燃ごみの受入れ処理を試行（2017年７月～2018年３月）

2025年３月から 生ごみの分別収集

　燃やすごみを減らすため、葉山町に生ごみ資
源化処理施設を整備し、2025年３月から燃や
すごみで収集している生
ごみを分別して収集し、
資源化する計画です。

【ごみ処理負担金収入】

可燃ごみ 容器包装
プラスチック

2017年度 85,400,962円 −
2018年度 201,153,218円 −
2019年度 212,826,509円 −
2020年度 217,588,448円 22,100,221円
2021年度 203,276,431円 22,390,182円

計 920,245,568円 44,490,403円

【同支出】

し尿・浄化槽汚泥

−
1,699,469円
1,676,522円
1,502,281円
1,358,524円
6,236,796円

【差引】

財政効果額

85,400,962円
199,453,749円
211,149,987円
238,186,388円
224,308,089円
958,499,175円

ー
マイナス

＝
イコール
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＊問い合わせ先の電話番号は9ページ参照。

健診・教室
2月の乳幼児健康診査
4か月児健診　対 令和4年10月生
お誕生日前健診　対 令和4年3月生
1歳6か月児健診　対 令和3年8月生
3歳児健診　対 令和元年11月生
対象者には1月末までに個別案内を送
付します。健診は子どもの健やかな
成長のために一番必要な時期に受け
るものです。遅れずに受けてください。
問 子育て支援課

子ども元気相談
お子さんの成長、発達、対応で困っ
ていることはありませんか。心理相
談員が個別にアドバイスします。
時 2月3日㈮9：00～15：40、14日㈫
9：00～11：40　場 保健センター
申 問 子育て支援課

パパママ準備教室（母親両親教室）
土曜クラス　親となる心の準備や沐
浴について学びます。
時 3月4日㈯9：30～11：30（受付9：
15～）　場 保健センター
対 平日に参加できない人
定 先着15組
申 問 2月10日～3月2日に子育て支援
課へ

お知らせ
子育て支援センター（予約制）
時 ㈪～㈯9：00～17：00

休み11日・20日午後・23日
巡回相談（予約制）
小坪ほっとスペース　時 ㈫10：00～
11：30、13：30～15：00
沼間ほっとスペース　時 ㈮10：00～
11：30、13：30～15：00
申 問 子育て支援センター

子育てネットワーク会議
子育て世代の実情を把握し、子育て
支援事業に反映するための市民参加
型の会議です。
テーマ　子育てしやすいまちってど
んなまち？
時 3月18日㈯10：00～11：30
場 オンライン
対 市内在住で、乳幼児～小学生の子
育てをしている人
定 6人　＊多数抽選
申 問 2月24日までに、①住所②氏名

（フリガナ）③電話番号④メールアド
レス⑤子どもの年齢を、市ホームペー
ジ申込フォームで子育て支援課へ

イベント
2月の図書館のおはなし会
わらべうたであそぼう（予約制）
時 2日㈭10：30～
対 0～1歳児とその保護者　＊市内
在住者優先　定 先着10組
申 電話で、または図書館窓口へ
土よう日おはなし会　
時 4日㈯14：00～
対 小学校低学年
おひざにだっこのおはなし会
時 16日㈭10：30～
対 2～3歳児とその保護者
わんぱくおはなし会
時 16日㈭15：30～
対 4～6歳の子ども
共通　場 問 図書館

沼間・わらべうたであそぼう
時 2月9日㈭10：30～
対 0～1歳児とその保護者　＊市内
在住者優先　定 先着5組
場 申 問 電話で、または図書館沼間分
室窓口へ

ミニ講演会 保育園生活について
一日の流れや入園前の不安に答えま
す。先輩ママからの体験談あり。
時 2月16日㈭・22日㈬13：30～14：30
定 先着8組　＊オンライン参加可
場 申 問 2月2日以降、子育て支援セ
ンターへ

第27回親子ひろば
貝と棒で楽器作り、野菜スタンプ、
親子ヨガ、計測、歯磨き指導など。
時 2月24日㈮10：00～12：30　
対 市内在住の未就園児とその保護者
場 申 問 市ホームページ申
込フォームで体験学習施
設へ

スマイル講座
スマイルおやこmusic day
いろいろな楽器の音色を楽しみま
しょう。子どもだけでも参加できます。
時 2月26日㈰14：00～15：00
対 0歳～　定 当日先着30人
場 問 体験学習施設

ほっとスペースなどの開館時間
や休館日、知っておきたい子育
て関係の手続きや制度、イベン
ト情報、子育て中のママたちに
よるレポート記事な
どを掲載しています。

子育てポータルサイト
「えがお」もチェック
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広報ずし 2023年2月号 　No.972
発行/逗子市経営企画部企画課  　毎月1回1日発行。
Web版・音声版・点字版もあります。
▼1月1日現在の人口　56,437人（男26,385人、女30,052人）、25,064世帯

市役所への問い合わせは
㈯㈰㈷を除く8：30〜17：00
〒249-8686　逗子市逗子5丁目2番16号

TEL 046-873-1111　 FAX 046-873-4520

地域をつなぐ「池子やま文化祭」

連載市民インタビュー連載市民インタビュー
人生のへそは人生のへそは逗子逗子にありにあり 身の回りの人々や地域の環境、そして自分自身を信じ認めて前向きに

生きる市民に、このまちで生きる意味を聞きました。

　池子小学校で開催された池子やま
文化祭。主催の池子小学校キッズサ
ポーター（以下、池サポ）の代表を務
めるのが鈴木弥奈子さんだ。共催す
る池子小学校区住民自治協議会（以
下、住民協）でも役員として活躍する。
新たな団体へとPTAを改革
　池子で生まれ育った鈴木さんだが、

地域に目を向けるようになったのは
子育てをするようになってから。
2021年に池子小のPTAを池サポへ
と名称変更し、活動内容を大きく見
直した。3人の子どもを育てる中で、
時代の変化を感じPTA活動に疑問
を持ったことがきっかけだった。
　「PTAの活動は誰かが嫌々やるも
のではありません。できる人ができ
ることをして、子どもをサポートす
る組織へと改革したいと思いました」
にぎわった池子やま文化祭
　地域の皆がゆるやかにつながり、
交流できる場として開催した文化
祭。郷土資料室ツアーでは、普段入
ることのできない学校を地域に開放
した。夕暮れには、池子の夏祭りに
欠かせない池子ばやし保存会による
おはやしが校庭に響いた。
　他にも、市民や先生による様々な

出店や飲食ブース、ステージ発表と
盛りだくさん。「地域の方からも楽
しかったとたくさん声を掛けてもら
い胸がいっぱいになりました。駐車
場がないなど不安もありましたが、
皆様の協力のおかげで無事に開催で
き感謝しています」
いつまでも続く池子のイベントに
　「長く続けるために改善すべき点も
見えてきました」と、来年度以降の開
催にも前向きだ。「今回、学校の協力
はもちろん、住民協からも地域への
広報などで支援をいただきました。
この三者がバランス良く連携してい
くことが何よりも重要です」と力を込
める。「子どもの卒業後は、住民協側
から文化祭を支えていきたいと思っ
ています。楽しさを真ん中に、ずっ
と池子を盛り上げていきたいです」
＊20ページに関連記事を掲載しています。

池子小学校キッズサポーター代表

鈴木弥奈子 さん（池子）

　逗子高等学校の完校を初めて知った時は、大変驚きま
した。逗子の歴史と共に歩んできた高校であり、地域に
溶け込んでいた学校であったため、耳を疑いました。逗
子高校は、ちょうど100年前に女子校として創立しまし
た。７度の校名変更を経て、廃校の危機に遭いながらも、
大正末期から昭和、平成、そして令和と長きにわたって
歴史を刻んできました。これまでに２万人を超える卒業
生を送り出し、地域に大きな影響を与え続けてきたこと
に心から敬意を表します。

市長だより　vol.47 　また、校舎はそのまま使用するとはいえ、逗葉高等学
校においても45年の歴史に幕を閉じ、慣れ親しんだ校
名や校歌などが変わることに寂しさがあります。これか
らは逗子葉山高等学校として、それぞれ培ったネット
ワークを生かし、市民の皆様にもご協力をいただき、よ
り地域に根ざした高校になることを願います。
　卒業生の方々には、学びの場であった逗子をぜひ生涯
の心のふるさとにしていただければ幸いです。逗子市は、
これからも子育てや教育、高齢者施策に磨きを掛けて、
長く住むまちとして選ばれるまちづくりを目指します。

逗子市長


